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平成 28 年度子どもの読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）に対する 

文部科学大臣表彰の被表彰者の決定について 

 

１ 趣旨 

  平成 13 年 12 月に公布・施行された「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、子どもの

読書活動の一層の推進を図り、国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めること

を目的として、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高める活動について優れた実践を行っている

学校・図書館・団体（個人）を文部科学大臣が表彰する。 

 

２ 被表彰学校・図書館・団体（個人） 

  平成 28 年度は、兵庫県から推薦の下記３校、１館、２団体の表彰が決定した。 

学 校 

豊岡市立城崎小学校 

神戸市立歌敷山中学校 

賢明女子学院高等学校 

図 書 館 姫路市立城内図書館 

団 体 
やまてオープンシアター 

公益財団法人 兵庫丹波の森協会 

   

※ 今回の全国被表彰学校及び図書館、団体(個人)数については以下のとおり 

    １ 被表彰学校数           141 校（136 県） 
    ２ 被表彰図書館数          48 館 
    ３ 被表彰団体（個人）数       団体 58 団体・個人０名 
 

３ 表彰式 

  「子ども読書の日」記念 子どもの読書活動推進フォーラム にて表彰 

(1) 期日 平成 28年４月 23日（土） 

(2) 主催 文部科学省、独立行政法人国立青少年教育振興機構 

(3) 会場 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立オリンピック記念青少年総合センター 

 

 



（参考）活動の概要 

(1) 豊岡市立城崎小学校 

朝学習の時間及び給食配膳の時間を利用した読書タイムを実施しており、読書活動の習慣が定着してい

る。児童図書委員会の活動も充実しており、児童集会での本の紹介、全校生徒に対する読み聞かせなど、

読書活動の推進に努めている。地域の読み聞かせボランティアによる読み聞かせを毎月実施しており、市

立図書館の活用も積極的に行っている。職員による読み聞かせ、中学校のＰＴＡとの連携にも力を入れて

いる。 

 

(2) 神戸市立歌敷山中学校 

  20年前から朝の読書タイムを実施しており、朝の読書が定着している。国語科の授業においても、「読書ノ

ート」「読書マラソン」などの実践を通じて読書に対する意欲を喚起している。また、図書委員会の活動も活

発で、図書館クイズの実施や放送による読書会など特色ある取組を実施しており、成果として来館者数及び貸

出冊数の大幅な増加が達成されている。 

 

(3) 賢明女子学院高等学校 

朝の読書タイムを実施しており、読書習慣が定着している。図書館利用オリエンテーションや図書委員

が主体となり年５回発行している図書館報を通じて、全校生徒に対して読書活動を推進している。読書感

想文とともに新聞感想文にも取り組んでおり、校内で感想文フェスティバルを実施し、読書活動のさらな

る充実が図られている。 

 

(4) 姫路市立城内図書館 

  ストーリーテリングや絵本講座による担い手の育成、音読講座やビブリオバトルなどのイベント、

リストやパスファインダーの作製や配付といった個々の活動ばかりでなく、図書館での学校司書の継

続的な研修、図書館員が学校に出向いて学校図書館リニューアルのアドバイスをするなど、人的交流

を実施している。 

                                                                 

(5) やまてオープンシアター（明石市） 

明石市立山手小学校の保護者が本好きの子どもを育てることを目的に発足した。絵本や紙芝居の読

み聞かせのほかに、昔話や物語などを題材としたストーリーテリングや手作りの大型ロール紙芝居、

エプロンシアター、ブラックパネルシアターなどさまざまな手法を用いてお話しの楽しさを伝え、子

どもと本を結ぶ活動を行っている。 

   

(6) 公益財団法人 兵庫丹波の森協会（丹波市） 

丹波地域に伝わる郷土の民話や伝説を集めた「丹波のむかしばなし」を発行している。このシリー

ズは、できるだけ多くの子どもたちに読んでほしいという願いから、平易な文をわかち書きにし、絵

本仕立てにしている。そして、この本をテキストにむかしばなしを読み聞かす語り部クラブが、こど

も園等で紙芝居やパネルシアターにして、子どもたちが民話に親しむ活動などを行っている。 

 


